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１学期終業式～講話より～
旭川市立東陽中学校 校長 片 原 俊 光

今年の１学期は、ここ２年ほどの間に失われていた様々な学校の教育活動を、元の形に復活させる学期

となりました。もちろん、感染症対策のため完全復活とはなりませんが、スクールカレンダーのとおりに

修学旅行が実施され、宿泊研修や遠足も、皆さんの規律ある行動が成果となって表れました。体育祭もほ

ぼ完全な形で行うことができ、皆さんの力強さや、成長の姿を保護者の方々にもご覧いただくことができ

ました。中体連の各大会や各種コンクールは予定どおりに進んでいます。先ほど、全道大会に進出する女

子卓球部やＮＨＫ学校音楽コンクールに臨む合唱部の皆さんの決意を聞かせてもらいました。その決意を

忘れずに、健康を保ったまま当日に最高のパフォーマンスを発揮してほしいと願っています。

順調な１学期だったため、東陽中学校は常に落ち着いた雰囲気を保つことができました。しかし、学校

の外の世界はどうだったでしょうか。気の滅入るような事件や報道ばかりが連続する１学期だったように

感じませんか。

４月にはウクライナの破壊され尽くしされた街の姿、逃げ惑う人々の悲しみの姿が連日報道され、それ

は長期化して、すでに泥沼化している現実があります。その後も次々と暗いニュースが連続し、観光船が

沈没して多くの犠牲者が出たり、あちこちで刃物を振り回す人が出現したり、子どもの命を奪う親、殺人

事件やわいせつ行為を犯してしまう教員 … 今月には、元総理大臣を殺害してしまう者まで出現しました。

そうこうしているうちに、いつの間にか感染者数が増加して、今や第７波の段階に達しています。それな

のに「なぜＧｏ Ｔｏ トラベルやらないんだ」と怒っている人までいます。

生徒の皆さんには、この夏休みを思い切り楽しんでほしいと思うし、部活動や家庭学習にもしっかり取

り組んでほしいと思います。そして、家族とたくさん話をしてほしいと思います。でも、もし余裕があっ

たら、今の大人たちが築いてきたこの社会に対して、何が課題で、何を変えていかなければならないのか、

そして、自分は社会に対してどんな役割を担い、どんな大人になりたいのか、ぼんやりとでもいいから考

えてみてほしい。考えてみることが自分のキャリアプランにつながり、進路選択につながり、もしかした

ら、それが「本気で本当の勉強」につながるかもしれません。

学校が３０日間も休みになります。考える時間はたくさんあると思います。

感染症や熱中症に注意しながら、「考えてみる」夏休みにしてください。



いよいよ夏休みです。この機会にゆっくり体を休めたり、目標をもって

勉強したり、部活に励んだりすることと思います。ただ、その間に自分だ

けでは解決できないことに巻き込まれたり、辛い悩みを抱え困ってしまうことがあれば、学校へ相談し

てください。また、学校以外にも皆さんが利用できる相談窓口がありますので紹介します。

◆旭川市子ども総合相談センター

＜電話番号＞代 表 ０１６６－２６－５５００

子どもホットライン ０１２０－５２８５０６（こんにちはコール）

＜受付時間＞月・木 ８：４５～２０：００

火・水・金 ８：４５～１７：１５ ここに紹介し

たところは、夏

◆子どもの人権１１０番（旭川地方法務局） 休み期間中も利

＜電話番号＞ ０１２０－００７－１１０（ぜろぜろなな の ひゃくとおばん） 用することが可

＜受付時間＞ 平日 ８：３０～１７：１５ 能です。

◆北海道こころの健康ＬＩＮＥ相談（北海道保健福祉部） 一人で抱え込

＜受付時間＞平日，土曜日，祝日 １８：００～２２：００ んで苦しまずに

日曜日１７：００～翌朝６：００ 相談してみては

いかがですか？

◆おなやみポスト（北海道教育委員会）

＜Webサイト＞

https://www2.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/kodomo-sos/

先月号で自転車の乗り方について記載しましたが、生徒の皆さん、その後の利用の仕方はどうでしょ

う。近隣の方より、「並走している子が少し減ったように思います。」とお伝えいただきました。利用時

のルールやマナーをしっかり守った行動をとりたいものですね。

８月の主な行事予定
２日(火) 北海道中学校卓球大会～４日 １５日(月) 学校閉庁日

１０日(水) 学校閉庁日 ２２日(月) ２学期始業式
１１日(木) 山の日 ２５日(木) 前期期末テスト～２６日
１２日(金) 学校閉庁日 ３０日(火) 専門委員会


